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利用・用途・応用分野

機能性物質含量を増加させた植物の栽培、スプラウト、特定保健用食品や栄養機
能食品漢方薬を含む医薬品の提供

目的・課題 解決ポイント

芽ネギをはじめ、単子葉栽培植物の
栄養成分の改良。栄養成分中の機
能性物質を増加させた保健機能食
品を提供すること、またこの方法で
の生産芽ネギを処理して得られる食
品を提供すること。

芽ネギに波長域２８０～３８０ｎｍのＵＶ
光源由来の光を播種後３～３０日の芽ネ
ギに、１２時間日長周期の明期に、３～
１０分間を４～８日間照射し、アスコルビ
ン酸及び／又はポリフェノールを増加さ
せる芽ネギの栽培方法 （２）ＵＶ光源が
波長域２８０～３８０ｎｍで、かつ波長３１
２ｎｍ付近にピークを有することを特徴と
する請求項１記載の芽ネギの栽培方法。

研究概要・アピールポイント

人工の紫外線（ＵＶ）を、単子葉栽培植物の芽ネギに照射することにより、植物体
中のジフェニルピクリルヒドラジル（ＤＰＰＨ）ラジカル消去活性を高めるアスコルビ
ン酸やポリフェノールなどの機能性物質含量が増加する。
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